
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100インドネシアルピアの対円レート 

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移 
（2016年1月4日～2018年9月7日） 

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移 
（2016年1月1日～2018年9月7日） 

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移 
（2016年1月1日～2018年9月7日） 

［株式市場］ 

［債券市場］ 

新興国市場に対する懸念が続く中、週初から軟調となりました。水曜
日には通貨・債券の下落などを背景に外国人投資家を中心に売りが
加速したことで、大きく下落しました。週後半には買い戻しが見られたこと
で反発しましたが、週間では下落しました。 
セクター別では鉱業、基礎産業・化学、建設・不動産などを中心に全て
のセクターが下落しました。 

新興国市場に対する懸念を背景に週前半から軟調な展開となりまし
た。水曜日には通貨ルピアと共に債券市場では売りが強まり、インドネシ
ア中央銀行（BI）は債券市場と為替市場の双方で介入を行いまし
た。週後半には市場に落ち着きが見られ、債券市場は買い戻される展
開となりましたが、週間では10年国債利回りは上昇（価格は下落）し
ました。 
 

新興国市場に対する懸念を背景に週前半から軟調な展開となり、
週半ばには売りが加速する展開となりました。BIは債券市場と為替
市場の双方で介入を行い、市場安定化に向けた取り組みを継続す
る姿勢を維持しました。後半に入ると市場は落ち着きを見せ、先週
末対比では小幅ながら上昇となりました。 
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（対象期間：2018/9/3～9/7）  

2018年9月10日 

情報提供資料 

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 

［為替市場］ 

2018/8/31 2018/9/7 変化率 
6,018.46  5,851.47 -2.77% 

2018/8/31 2018/9/7 変化幅 
8.202  8.458  +0.256 

2018/8/31 2018/9/7 変化率 
0.7451 0.7452  +0.01% 
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